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問　
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上

の
後
期
高
齢
者
と
な
る
２
０
２

５
年
ま
で
１
年
を
切
っ
た
。
全

国
的
に
介
護
人
材
不
足
だ
が
、

今
後
の
対
策
を
問
う
。

答　
市
内
在
住
の
介
護
職
経
験

者
を
対
象
と
す
る
復
職
支
援
研

修
や
、
合
同
就
職
相
談
会
の
開

催
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

問　

戦
争
体
験
者
が
少
な
く

な
っ
て
き
て
お
り
、
当
時
の
様

子
を
子
ど
も
た
ち
に
的
確
に
伝

え
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
い

る
。
平
和
に
つ
い
て
、
教
育
現

場
で
は
ど
の
よ
う
な
学
習
、
取

組
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答　
小
学
校
で
は
、
世
界
平
和

の
大
切
さ
や
我
が
国
が
世
界
平

和
を
維
持
す
る
た
め
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
、

中
学
校
で
は
、
安
全
と
防
衛
及

び
国
際
貢
献
に
つ
い
て
考
え
さ

せ
、
戦
争
を
防
止
し
、
世
界
平

和
を
確
立
す
る
た
め
の
熱
意
と

協
力
の
態
度
を
指
導
し
て
い
る
。

意
見　
戦
争
に
対
し
て
格
好
い

い
、
勇
ま
し
い
と
い
う
価
値
観

を
持
つ
子
ど

も
に
会
う
こ

と
が
あ
る
。Ｖ

Ｒ
等
を
活
用

し
、
現
実
に

あ
っ
た
戦
争
、

歴
史
を
知
っ

て
ほ
し
い
。

問　
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
、

高
齢
化
に
よ
り
法
人
税
の
増
収

に
向
け
企
業
誘
致
な
ど
の
考
え

が
あ
る
の
か
。

答　
新
た
な
税
収
の
確
保
や
地

域
の
雇
用
創
出
、
ま
ち
お
こ
し

に
も
つ
な
が
る
が
、
課
題
も
あ

り
調
査
研
究
し
て
い
く
。

問　
市
内
独
自
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業

や
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
と
し

て
使
え
る
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨

を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

答　
他
市
の
状
況
を
注
視
し
な

が
ら
調
査
研
究
し
て
い
く
。

問　
空
き
家
対
策
の
市
の
取
組
、

空
き
家
バ
ン
ク
の
活
用
状
況
、

今
後
の
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

答　
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
周

知
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
空
き

家
バ
ン
ク
は
物
件
登
録
が
な
い

た
め
活
用
事
例
が
な
い
。
相
談

機
能
の
強
化
、
地
域
活
動
の
場

に
出
向
き
マ
ッ
チ
ン
グ
の
促
進

を
図
っ
て
い
く
。

問　
医
療
費
と
介
護
給
付
費
が

増
加
し
て
い
く
が
ど
の
よ
う
な

対
策
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

答　
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け

た
取
組
が
重
要
。
関
係
部
署
と

連
携
し
て
取
り
組
む
。

問　
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
」
に
つ
い
て
、負
担
が
増
え
る

保
育
士
や
職
員
の
負
担
軽
減
・

処
遇
改
善
へ
の
考
え
を
問
う
。

答　
今
後
の
実
施
状
況
に
注
視

し
な
が
ら
、
幼
稚
園
と
情
報
共

有
を
図
る
。

問　
子
ど
も
の
定
員
が
慢
性
的

に
超
過
し
て
い
る
公
営
学
童
ク

ラ
ブ
が
あ
る
中
で
、
学
童
ク
ラ

ブ
指
導
員
、
児
童
指
導
業
務
補

助
員
は
欠
員
し
て
い
る
が
、
今

後
の
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

答　
指
導
員
や
補
助
員
の
採
用

に
つ
い
て
は
、
仕
事
を
紹
介
す

る
動
画
を
作
成
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

情
報
の
発
信
を
行
う
な
ど
し
て

随
時
募
集
を
し
て
い
る
。

問　
一
時
滞
在
施
設
で
あ
る
公

民
館
や
公
共
施
設
に
発
電
機
や

蓄
電
池
を
配
備
す
る
べ
き
と
考

え
る
が
見
解
を
問
う
。

答　
各
施
設
に
お
け
る
利
用
形

態
や
収
納
場
所
の
確
保
、
優
先

順
位
な
ど
を
整
理
し
て
効
果
的

な
備
蓄
品
の
配
置
に
取
り
組
む
。

能
登
半
島
地
震
を
受
け
て

問　

災
害
時
の
公
助
の
役
割

（
公
的
な
責
任
）に
つ
い
て
、
市

長
の
認
識
を
伺
う
。

答　
災
害
へ
の
備
え
や
発
災
直

後
の
初
動
体
制
の
重
要
性
を
再

認
識
し
た
。
自
助
・
共
助
・
公

助
の
そ
れ
ぞ
れ
が
連
携
の
輪
を

広
げ
、
災
害
に
強
い
ま
ち
を
形

成
し
て
い
き
た
い
。

問　
ス＊
フ
ィ
ア
基
準
に
つ
い
て
、

市
の
認
識
と
取
組
状
況
は
。

答　
地
域
防
災
計
画
の
修
正
で

は
避
難
所
環
境
の
充
実
に
つ
い

て
位
置
づ
け
、
取
り
組
ん
で
い

く
。

意
見　
避
難
生
活
等
で
の
災
害

関
連
死
を
出
さ
な
い
環
境
を
作

る
の
は
公
的
な
責
任
で
あ
る
。

引
き
続
き
の
対
応
と
取
組
を
求

め
る
。

給
食
無
償
化

問　
給
食
の
質
の
担
保
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

答　
今
後
も
市
の
学
校
給
食
食

品
購
入
安
全
基
準
に
基
づ
き
購

入
す
る
こ
と
で
、
給
食
食
材
の

安
全
と
質
の
確
保
に
努
め
る
。

有
機
フ
ッ
素
化
合
物（
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
）

問　
震
災
用
井
戸
の
水
質
調
査

な
ど
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
関
連
の
新
た

な
方
策
は
検
討
さ
れ
た
か
。

答　
国
内
に
お
い
て
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

の
摂
取
が
主
た
る
原
因
と
な
る

学
校
給
食
費
の
無
償
化

問　
令
和
５
年
７
月
か
ら
市
民

団
体
が
市
に
対
し
て
学
校
給
食

費
無
償
化
を
求
め
る
署
名
活
動

を
開
始
し
、
累
計
で
７
千
115
筆

の
署
名
が
市
長
に
提
出
さ
れ
た
。

署
名
の
受
け
止
め
は
。

答　
当
該
市
民
団
体
の
７
千
筆

を
超
え
る
署
名
の
提
出
を
は
じ

め
、
学
校
給
食
費
無
償
化
を
求

め
る
多
く
の
市
民
の
思
い
を
受

け
取
っ
て
き
た
。

問　
私
立
等
に
通
う
児
童
生
徒
、

不
登
校
や
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
に

よ
る
弁
当
持
参
等
へ
の
児
童
生

徒
へ
の
対
応
も
検
討
す
る
べ
き

と
考
え
る
が
見
解
は
。

答　
今
後
、
課
題
を
整
理
す
る
。

学
生
・
若
者
支
援
の
継
続
を

問　
２
０
２
４
年
度
の
当
初
予

算
に
は
、
直
近
の
３
年
間
で
継

続
実
施
さ
れ
て
き
た
学
生
等
応

個
人
の
健
康
被
害
が
発
生
し
た

事
例
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
中

で
、
市
民
の
不
安
を
払
拭
す
る

た
め
の
実
効
性
の
あ
る
対
応
を

行
う
た
め
に
は
科
学
的
根
拠
に

基
づ
い
た
知
見
が
必
要
。
そ
う

し
た
知
見
、
国
や
東
京
都
、
周

辺
自
治
体
の
動
向
を
注
視
す
る
。

意
見　
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
専
門
機
関
は

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
一
つ
で
あ
る
Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ａ
に
「
発
が
ん
性
が
あ
る
」

と
認
定
し
た
。
健
康
応
援
都
市

を
標
榜
し
、
新
た
に
胃
内
視
鏡

検
査
を
導
入
し
、
が
ん
の
早
期

援
特
別
給
付
金
が
盛
り
込
ま
れ

な
か
っ
た
。
大
学
等
の
高
学
費

や
奨
学
金
の
返
済
等
、
学
生
・

若
者
世
代
の
困
難
は
コ
ロ
ナ
前

か
ら
根
本
的
に
は
継
続
し
て
お

り
、
今
後
も
市
独
自
の
支
援
策

が
必
要
と
考
え
る
が
見
解
は
。

答　
コ
ロ
ナ
禍
の
学
生
等
へ
の

支
援
策
は
効
果
が
あ
っ
た
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。
若
者
支
援

の
在
り
方
は
他
自
治
体
の
取
組

等
を
調
査
研
究
す
る
。

市
内
事
業
者
へ
直
接
支
援
を

問　
２
０
２
４
年
度
予
算
で
は

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン

ト
還
元
事
業
が
実
施
さ
れ
る
が
、

今
は
幅
広
い
市
内
事
業
者
へ
物

価
高
騰
対
応
の
直
接
支
援
が
必

要
で
は
。

答　
物
価
高
騰
で
影
響
を
受
け

て
い
る
市
内
事
業
者
へ
の
支
援

と
、
生
活
者
の
負
担
軽
減
の
た

発
見
を
行
う
の
な
ら
、
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
対
策
に
も
力
を
い
れ
る
べ
き
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の

推
進

問　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

100
％
の
電
力
プ
ラ
ン
に
切
り
換

え
た
世
帯
に
、
協
力
金
を
支
給

す
る
近
隣
自
治
体
が
複
数
あ
る
。

本
市
も
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

め
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ

ン
ト
還
元
事
業
を
実
施
す
る
。

意
見　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

は
利
用
の
可
否
で
差
が
生
じ
る
。

対
象
を
幅
広
く
、
市
内
事
業
者

へ
の
直
接
支
援
を
求
め
る
。

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
へ
の
対
応

問　
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
つ
い
て
、
市

へ
の
問
合
せ
状
況
は
。

答　
水
道
水
の
安
全
性
に
つ
い

て
の
問
合
せ
や
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
検

出
井
戸
か
ら
の
取
水
停
止
の
要

望
等
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

問　
共
産
党
市
議
団
の
調
査
で
、

高
濃
度
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
検
出
さ

れ
た
住
吉
１
号
水
源
か
ら
の
取

水
が
昨
年
９
月
で
停
止
し
て
い

る
こ
と
が
判
明
し
た
。
都
か
ら

市
へ
の
報
告
は
あ
っ
た
の
か
。

答　
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
で
は
な
く
、
設

備
関
連
の
事
由
に
よ
る
取
水
停

止
の
た
め
、
市
へ
の
報
告
対
象

に
は
な
っ
て
い
な
い
。

意
見　
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
以
外
を
理
由

に
す
れ
ば
、
取
水
の
停
止
も
再

開
も
、
市
へ
の
報
告
は
不
要
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
都
の
対

応
は
大
変
不
誠
実
で
あ
る
。
市

か
ら
も
抗
議
を
す
る
べ
き
。

答　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の

実
現
に
重
要
な
施
策
な
の
で
手

法
を
検
討
す
る
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン

ト
還
元
事
業

問　
市
が
公
費
を
使
っ
た
ば
ら

ま
き
を
続
け
る
狙
い
は
。

答　
長
期
化
す
る
物
価
高
騰
等

へ
の
対
応
で
、
市
民
生
活
の
下

支
え
や
市
内
経
済
の
活
性
化
な

ど
、
個
人
消
費
の
拡
大
に
資
す

る
対
策
を
目
指
す
も
の
。

地
域
防
災
計
画

問　
市
内
に
は
消
防
車
両
が
入

れ
な
い
生
活
道
路
も
多
い
。
初

期
消
火
の
備
え
で
あ
る
ス＊
タ
ン

ド
パ
イ
プ
、
消
防
水
利
の
確
保
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
で
の
初
期

消
火
訓
練
等
の
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
が
不
可
欠
だ
。
見
解
は
。

学
童
へ
の
新
１
年
生
の
申
請

問　
学
童
ク
ラ
ブ
の
入
会
申
請

は
12
月
１
日
～
20
日
の
短
い
期

間
。
特
に
新
１
年
生
の
保
護
者

は
勝
手
が
分
か
ら
ず
期
間
内
に

申
請
で
き
な
か
っ
た
事
例
を
聞

い
て
お
り
、
入
会
で
き
な
け
れ

ば
家
庭
に
大
き
な
影
響
が
あ
る
。

新
１
年
生
は
希
望
者
を
全
入
に

す
る
等
の
措
置
が
必
要
で
は
。

答　
学
童
ク
ラ
ブ
へ
の
入
会
申

請
は
、
12
月
の
第
１
次
申
請
で

入
会
要
件
に
該
当
す
る
全
て
の

子
ど
も
を
受
入
れ
て
い
る
。
期

間
内
に
申
請
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
周
知
・
広
報
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

意
見　
新
１
年
生
へ
の
救
済
策

を
求
め
る
と
と
も
に
、
根
本
的

に
は
学
童
の
過
密
化
対
策
に
取

り
組
ん
で
こ
な
か
っ
た
行
政
の

責
任
を
強
く
指
摘
す
る
。

答　
令
和
６
年
度
は
出
火
防
止

対
策
に
取
り
組
む
。
消
防
署
と

連
携
し
た
地
域
で
の
初
期
消
火

訓
練
の
実
施
ほ
か
、
公
園
に
防

災
市
民
組
織
の
備
蓄
倉
庫
を
設

置
可
能
と
し
、
ス
タ
ン
ド
パ
イ

プ
な
ど
の
消
火
資
機
材
の
普
及

を
図
る
。
消
防
水
利
に
課
題
の

あ
る
地
域
を
消
防
と
共
有
し
、

対
応
策
を
協
議
す
る
。

ひ
き
こ
も
り
支
援

問　
実
態
調
査
の
目
的
と
概
要
、

期
待
さ
れ
る
効
果
は
。

答　
市
内
の
ひ
き
こ
も
り
の
実

態
や
支
援
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

今
後
の
支
援
の
在
り
方
、
体
制

な
ど
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
を

目
的
に
無
作
為
抽
出
に
よ
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
。

＊スフィア基準　�1997年に国際赤十字等が被災者の権利と被災者支援の最低基準について定めた国際基準のこと。災害を受けた人が尊厳ある生活を送るために避難所の衛生や居住環境の最低基準等が定められ
ており、避難所などの現場で参照される指標となる。

＊スタンドパイプ　道路上にある消火栓や排水栓に差し込み、ホースをつなぎ消火を行う消火資機材

日
本
共
産
党
西
東
京
市
議
団

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

中
　
村
　
す
ぐ
る

や
ま
き
　
明
　
美

大
　
竹
　
あ
つ
子

後
　
藤
　
ゆ
う
子

か
と
う
　
涼
　
子

学
校
給
食
費
無
償
化
が
実
現
！

７
千
115
筆
の
署
名
が
後
押
し
に

子
ど
も
・
環
境
・
平
和
・
若
者

４
本
柱
に
全
力
で
取
り
組
め
！


